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アウトライン

1. 政府における関連政策動向について

2. 令和８年度予算案及び令和７年度補正予算について



１．政府における関連政策動向について
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日本成長戦略本部の設置および日本成長戦略会議の開催

【背景】
リスクや社会課題に対し、先手を打った官民連携の戦略的投資を促進し、世界共通の課題解決に資する製品、サービス及び
インフラを提供することにより、更なる我が国経済の成長を実現するため、その具体化に向けて、日本成長戦略会議を開催する。

議長：内閣総理大臣、 副議長：内閣官房長官、日本成長戦略会議担当大臣、 構成員：関係閣僚、総理大臣が指名する有識者

１．「危機管理投資」・「成長投資」による強い経済の実現 

【検討事項】

◆ 「危機管理投資」・「成長投資」の戦略分野における、大胆な投資促進、国際展開支援、人材育成、産学連携、国際標準化といった多角
的な観点からの総合支援。

◆ AI・半導体、造船、量子、バイオ、航空・宇宙など、戦略分野毎の取りまとめ担当大臣が、業所管大臣や需要側大臣等と協力して、官民投
資の促進策を策定。日本成長戦略担当大臣が全体を取りまとめ。

【出典】内閣官房日本成長戦略会議（第１回）資料２、資料４、資料8-1、資料8-2を基に文部科学省が作成

戦略分野の総合対策等の策定に向けた基本方針：総理指示を踏まえ、今夏の成長戦略策定に向けて取り組む

（今般の総合経済対策【R7年度補正】）

⑬マテリアル（重要鉱物・部素材） 
• 重要鉱物の確保に向けて、経済安保推進法の特定重要物資として既に指定されている重

要鉱物の範囲を拡大。永久磁石について、生産能力の増強及び省レアアース磁石の研究開
発への支援を強化。

• レアメタル鉱山開発・精錬への出資・助成支援や国家備蓄を強化。南鳥島周辺海域でのレ
アアース生産の開発実証を加速。

• 磁気センサーのサプライチェーン強靱化のため、経済安保推進法の特定重要物資として指定
するとともに、生産基盤強化・研究開発を支援。

• レアメタル・プラスチック等の国内外の資源循環を促進するため、再生材の供給サプライチェー
ンの強靱化・製造拠点の構築への支援や、同志国との国際連携を強化。

• マテリアル革新力強化戦略に基づき、AI for Materials を推進。
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日本成長戦略の検討体制
日本成長戦略会議（第２回）資料1-1
を基に文部科学省が作成



6【出典】日本成長戦略会議（第２回）資料1-2
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日本成長戦略会議（第２回）資料2 
を基に文部科学省が作成
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◆ 知の基盤としての「科学の再興」

1. 新たな研究領域の継続的な創造

2. 国際ネットワークの構築

3. 多様な場で活躍する科学技術人材の継続的な輩出

4. AI for Science による科学研究の革新

5. 研究施設・設備、研究資金等の改革

6. 基盤的経費の確保と大学改革の一体的推進等

7. 国立研究開発法人の改革

◆ 技術領域の戦略的重点化

◆ 科学技術と国家安全保障との有機的連携

◆ 産学官を結節するイノベーション・エコシステムの高度化

◆ 戦略的科学技術外交の推進

◆ 推進体制・ガバナンスの改革

内閣府CSTIにおける次期科技イノベ基本計画の策定に向けた検討（1/3）

第７期「科学技術・イノベーション基本計画」（素案のたたき台）

【出典】内閣府CSTI基本計画専門調査会（第11回 2025年12月）資料1を基に文部科学省が作成

(1)日本人研究者・学生の海外派遣強化
(2)国内外への開放性を持った魅力ある研究環境の構築
(3)国際連携の戦略的強化

(1)優れた研究者の育成・確保・活躍促進
(2)高度専門人材の育成・確保・活躍促進
(3)産学で活躍する技術者の育成・確保
(4)博士人材の育成・確保及び多様な場での活躍促進
(5)次世代の科学技術人材育成の強化
(6)科学技術と社会をつなぐ人材の活躍促進(1)AI 利活用研究（AI for Science）と AI 研究（Science 

for AI）の推進
(2)AI 駆動型研究を支えるデータの創出・活用基盤の整備
(3)AI for Science を支える次世代情報基盤の構築
(4)AI 関連人材の育成・確保
(5)推進体制の構築等

(1)先端研究設備等の整備・共用・高度化の推進
(2)大型研究施設の高度化
(3)学術論文等の即時オープンアクセスの推進
(4)研究評価の見直し、研究資金制度の継続的改善等

• 国研は、最先端の研究開発に取り組むとともに、新しい産業の創
出や標準の策定・維持等も担っており、また、特定国立研究開発
法人は、世界最高水準の研究成果を創出し、我が国のイノベー

ションを駆動する中核的な機関である。
• 今後、国が戦略的に設定する重要技術領域に係る研究を先導

しつつ、経済安全保障上の課題にも対応する際、社会への役割
周知と人材確保の観点においても、国家的課題への対応という
国研のミッションを中長期目標に位置付ける。

• 国研は、技術流出防止等の研究セキュリティの強化を徹底し、大
学や企業の模範となることが求められる。産学官連携の中核とし
て、企業・大学・行政の協働を促進し、国研の特性に応じつつ、
基礎研究や応用研究の推進、研究成果や技術シーズの徹底し
た社会実装とイノベーション創出等を図る。（略）また、国研は、
大学や企業との近接性を高めて連携し、十分なセキュリティ対策
を担保した大学のキャンパス外における研究の場（いわゆるオフ
キャンパス）としての機能の提供、国研・企業の大学内サテライ
トの設置、連携大学院制度の有効活用による人材育成等に取
り組む。
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内閣府CSTIにおける次期科技イノベ基本計画の策定に向けた検討（2/3）

【出典】内閣府CSTI基本計画専門調査会（第10回 2025年11月）資料３を基に文部科学省が作成

重要技術領域の設定

＜新興・基盤技術領域＞

• 科学技術が経済・社会を大きく変化させる時代にあって、先端
科学技術の研究開発等を官民挙げて促進していくことが、将
来の我が国の自律性・不可欠性の確保、将来性のある成長
産業の創出の鍵となる。

• こうした先端科学技術については、現在及び将来の関連技術
まで含めて、戦略的に支援していくことが重要。

• 我が国における重要技術領域として、新興・基盤技術領域と
国家戦略技術領域の２領域を設定し、各技術領域の性質に
応じて、各府省庁横断的に支援策を講じていく必要がある。

＜国家戦略技術領域＞

➢先端科学技術の中でも、我が国の経済・社会の発展、国民の
福祉の向上、更には世界の科学技術の進歩、人類社会の持
続的な発展への貢献などの観点から、総合的な安全保障など
の動向・情勢や我が国の科学・技術の立ち位置も踏まえつつ、
急速に発展しつつあり、将来の我が国の科学技術を牽引する
ような潜在力を有する、次期基本計画の下で振興すべき新
興技術や基盤技術領域。

➢本領域は、①経済・社会の発展、国民の福祉の向上、総合
的な安全保障等の上位概念から導かれる要素、②アカデミア
の自由な探求から見えてくる有望性や潜在性等の要素、つまり
トップダウンとボトムアップの観点を接合し、我が国の経済・社
会・科学の発展を支える基礎・基盤技術となる可能性のある
技術領域として選定すべきである。

➢科学技術が国家の安全保障、経済成長、そして産業競争力と不可
分の関係にある中で、将来の我が国の自律性・不可欠性の確保、将
来性のある成長産業の創出を進めることを目指し、①経済成長や社
会課題解決等の将来性、②技術の革新性や有望性、③我が国の
科学・技術の優位性や潜在性、の観点から、一気通貫支援によって
科学と産業を結び付け、次期基本計画の下、関連する人的・物的
資源を国内に確保していくことを目指すべき技術領域。

➢なお、集中投資が重要であること、政策資源が有限であることに鑑み、
当該技術領域は数分野程度に限る必要がある。また、各技術領域
の特性に応じ、関連する素材・材料、生産技術等であって戦略的に
重要な技術についても支援の対象とする必要がある。加えて、各技
術領域の政策の連動性を加味し、政策ツールの性質に応じて、各技
術領域における個別技術の適用範囲を精査する必要がある。
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内閣府CSTIにおける次期科技イノベ基本計画の策定に向けた検討（3/3）

【出典】内閣府CSTI基本計画専門調査会（第10回 2025年11月）資料３を基に文部科学省が作成

各技術領域の特性に応じ、
関連する素材・材料、生産
技術等であって戦略的に重
要な技術についても支援の
対象とする必要がある。
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【出典】文部科学省「科学の再興」に関する有識者会議 科学の再興に向けて 提言（概要） 2025年11月

11
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AI for Science による科学研究の革新

⚫ 日本固有の強みを活かし、ライフサイエンスやマテリアルサイエンスをはじめとした分野横断的・組織横断

的な取組を進めるとともに、情報基盤の強化や先端研究設備・機器の戦略的な整備・共用・高度化、大

規模集積等を通じて「AI for Science」の先導的実装に取り組み、科学研究システムを革新する。

■（政策として）AI for Science による科学研究の革新とは・・・

➢ AI技術を科学研究のあらゆる段階に適用し様々な分野で活用する取組とともに、

AI研究、環境構築、人材育成、社会実装などを政策的に検討し、推進すること。

• AIが科学研究を高度化・高効率化すること

• AIが科学研究を自律的に駆動すること

• AIそのものの研究開発（Science for AI）

• AI for Scienceを実現するための環境構築

• 科学研究から社会実装への取組

人間による
仮説構築

人間による
実験・観測

人間による
検証

AIとの対話による
仮説の構築

AIによる
自動化・膨大な試行

AIとの対話による
効率的・高度な検証

従来の研究 AIを活用した研究

AIによる研究の加速のイメージ

【出典】科学技術・学術審議会学術分科会（第97回）
資料４より抜粋
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AI for Science で変わるマテリアル・イノベーション
【出典】科学技術・学術審議会学術分科会
（第97回）資料４より抜粋
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背景等の整理

第７期科学技術・イノベーション基本計画

AI研究力・・・・・弱い（研究規模も小さい）

AI人材・・・・・・・層が薄い、研究コミュニティのAI活用は高くない

AI計算資源・・・圧倒的不足

AI-ready データ・・・データセットが分散（利活用し難い）

研究力・人材・・・・・高い基礎研究力や強みを有する分野

計算資源・基盤・・・富岳（HPCI）、SINET

データ・・・・・・・・・・高品質なデータの蓄積、データ創出基盤
（ノウハウ）

日本の現状・課題

日本の強み 海外動向

AI基本計画

•主要国は、AI for Science を国家的ミッションとし

て明確に位置づけ、国家戦略を相次いで発表

•AI for Scienceを重視し、研究投資、計算基盤整備、

人材育成等の取組を強化・糾合

•科学とビジネスが近接化し「勝者総取り」構造。企業が、

基礎科学・先端科学分野への本格的な関与

•科学的発見のプロセス自体が、学際的、データ駆動

型、計算集約型へと大きく変化

✓イノベーション促進とリスク対応の両立

✓信頼できるＡＩの追求

✓世界で最もＡＩを開発・活用しやすい国を目指す

✓我が国全体の研究活動の行動変革

✓世界をリードする研究大学群等の実現に向けた変革

✓大学・国研への投資の抜本的拡充

➢ 科学技術推進システムを刷新し、科学技術政策を大転換

【出典】科学技術・学術審議会情報委員会（第45回）
資料3-3より抜粋
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方向性

世界を先導する
科学研究成果の創出

AI4Sの波及・振興による
科学研究力の底上げ

■政策的な目的

１．科学研究の革新と科学的発見の加速・質の変革

研究プロセスの自動化・知能化により知の生産性を向上させ、研究者がよ

り高次元で創造的な活動に専念できる環境を実現する

２．研究力の抜本的強化と科学の再興

従来の延長線上では解決できない科学的課題に挑戦し、世界をリードす

る信頼性のある科学的成果を継続的に創出する

３．国際的優位性・戦略的自立性の確保

主要なAI研究開発拠点として、技術的不可欠性と戦略的自立性を確立

し、不可欠な国際研究パートナーとなり、AI4S先進国の地位を築く

AI for Science の方向性

AIを活用して科学研究を根本から革新し、AIによる研究パラ

ダイムの転換と、科学技術立国としての戦略的自立を図る。

✓ 研究環境をAIで刷新する

✓ 研究システム・研究プロセスをAIで変革する

✓ 研究のあり方をAIで革新する

✓ AI4S時代の組織変革（分野・組織を越えた連携等)

AI4Sは、AI政策、科学技術・イノベーション政策、安全保障政策を横断する複合的課題

2030年代・・・

✓ AIが研究の自然な一部として活用される環境

✓ AI4Sが日本の研究力の中核として国際的に認知

✓ 分野横断型人材が学術・産業双方で活躍

✓ 自律性と信頼性を備えた研究国家としての確立

【出典】科学技術・学術審議会情報委員会（第45回）
資料3-3より抜粋
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内閣府「マテリアル戦略有識者会議」における戦略改定を受けた今後の方向性（1/3）

戦略の推進に向けて
改定戦略の主要基本方針

• マテリアル・イノベーションを絶えず創出し、我が国の基幹産業であるマテリアル産業で「勝ち続ける」

• さらなる我が国経済の成長を実現するため、日本成長戦略本部が設置され、「危機管理投資」、「成長投資」の

戦略分野として、「マテリアル（重要鉱物・部素材）」が設定

• 第7期科学技術・イノベーション基本計画の検討においても、マテリアル関連技術を重要技術領域の一環として

位置付けるべきとの提言が、有識者によるワーキンググループからなされている

• このような動きも踏まえ、イノベーション戦略である改定マテリアル革新力強化戦略に基づき、産業界やアカデ

ミアの協力得て、関係省庁が連携し、推進方策の策定を通じて施策を強化することを検討してはどうか

• 産学官が相互に接続した「知のバリューチェーン」を構築

推進方策検討に求められる論点

• マテリアル産業で「勝ち続ける」とは、 いつまでに、何を達成するのか

• 「知のバリューチェーン」の構築のために、 鍵となる要素

• マテリアル戦略に基づき、 現在推進されている施策の概況とその分析  

最新施策動向

【出典】内閣府マテリアル戦略有識者会議（第13回 2025年12月）
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内閣府「マテリアル戦略有識者会議」における戦略改定を受けた今後の方向性（2/3）

【出典】内閣府マテリアル戦略有識者会議（第13回 2025年12月）
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内閣府「マテリアル戦略有識者会議」における戦略改定を受けた今後の方向性（3/3）

【出典】内閣府マテリアル戦略有識者会議（第13回 2025年12月）



２．令和８年度予算案及び令和７年度補正予算について
（マテリアル分野及びAI for Science）



マテリアル・イノベーション創出に向けた
マテリアル革新力の強化

⚫ 産業課題・社会課題を解決に導く分野横断的な基盤であるマテリアル分野は、量子・AI・バイオ・半導体・フュージョンといった先端技術の発
展に必須であるとともに、我が国が高い技術力や産業シェアを有するなど、産学で世界的に優位性を保持する分野。

⚫ 一方、近年では我が国を取り巻く国際情勢が激変し、経済安全保障の確保等の新たな対応が必要となっている中で、アカデミアの研究力は

相対的に低下しているところ、世界で勝ち続けるためには、我が国の強みである良質な実験データ、高度な研究施設・設備、多様な人材を
生かし、データやAIを活用した研究のデジタルトランスフォーメーション（DX）による研究開発の効率化・高速化・高度化を実現するとともに、
マテリアル・イノベーションを絶えず生み出す源泉となる卓越したサイエンスやテクノロジーを創出する体制づくりが急務である。

現状・課題

令和8年度予算額（案） 181億円

（前年度予算額 183億円）

令和7年度補正予算額 45億円

【新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画 2025年改訂版】（令和7年６月13日閣議決定)

マテリアル分野においてアカデミアの優れた知が産業界へとつながる「知のバリューチェーン」の構築を通じて我が国が勝ち続けるための新たな国家戦略に基づき、ＡＩ・ロボティクス等との融合によるマテリアルＤＸや革新的マテリアルの研究開発・社
会実装の加速、先端共用設備等の研究基盤整備、人材育成等に強力に取り組む。

【統合イノベーション戦略2025】（令和7年６月13日閣議決定）

• マテリアルは、分野横断的な基盤技術であるとともに、ＡＩ、バイオ、量子、半導体、電池等といった幅広い分野に飛躍的な技術の進展をもたらし、イノベーションを先導する重要な要素である。「マテリアル革新力強化戦略（令和７年６月４日
統合イノベーション戦略推進会議決定）」 に基づき、知のバリューチェーンの構築を通じてマテリアル・イノベーションを絶えず創出し、我が国の基幹産業であるマテリアル産業で勝ち続け、複合化する様々な社会課題に対応していく。 

• マテリアル・イノベーションの加速のため、ＡＩ・ロボティクスと融合した自動・自律実験システム等によるマテリアルＤＸを更に推進する。マテリアルデータ基盤を拡充するとともに、利活用を進め、データ駆動型研究開発による成果の創出を推進する。
「知」の橋渡しによるイノベーション創出のため、我が国の強みである多様なプレーヤーの連携を進めるとともに、マテリアル分野のスタートアップ育成エコシステムの構築を進める。 

• マテリアル・イノベーションの継続的な創出のため、基礎基盤的研究や人材育成、先端共用設備等の研究基盤整備を推進する。

＜2024年輸出総額（109兆円）内訳＞

○輸出総額の２割以上がマテリアル

（出典）財務省貿易統計

約24兆円

輸送用機器

工業素材

一般機械

電気機器

その他

事業内容
⚫ マテリアル分野の研究DXに向けて、研究データの①創出、②統合・管理、③利活用までを一体的に推進するマテリアルDXプラットフォームを構築。令和７年に改定された「マテリア

ル革新力強化戦略」を踏まえ、創出されたデータを機関の枠組みを超えて共用・利活用する仕組みを充実・強化するとともに、多様なプレーヤーの参画と連携を促進。さらにAI for
Materialsを推進し、AI等を活用した次世代のデータ駆動型研究方法を確立・普及することで、革新的なマテリアルの創出を図る。

●マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM） 21.9億円（21.9億円）[10.1億円]
実施機関：R3～R12、採択件数：大学・国研等（26件） ※半導体基盤プラットフォームの構築を含む

全国26の大学等において先端設備の全国的な共用体制を整備しながら、創出したデータを
収集・蓄積することで、データの共用・利活用を推進。産学からのニーズが高い領域に関連す
るAI駆動・ハイスループット対応に資する先端共用設備の整備・高度化を図る。

①データ創出

●NIMSにおけるデータ中核拠点の形成 8.2億円（8.2億円）
※NIMS運営費交付金中の推計額

ARIM等で創出されたデータをセキュアな環境で蓄積・共用し、AI解析が可能なシステムを
実現。令和７年度から当該システムやツール群を用いたデータ共用・利活用の運用を開
始しており、データやAIを駆使した材料開発の効率化・高速化を引き続き推進。

②データ統合・管理

③データ利活用

（担当：研究振興局参事官（ナノテクノロジー・物質・材料担当）付）

●データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェクト（DxMT） 13.9億円（13.6億円）

実施機関：R4～R12、採択件数：大学・国研（５件）

従来の試行・経験型の研究開発手法にAI・データ活用によるデータ駆動型研究を取り入れた
次世代の研究方法を開発。研究成果の社会実装を見据え、産学の連携体制を構築し、革
新的なマテリアルの創出を目指す。

④人材育成・研究拠点整備等

●NIMSの機能強化に向けた取組等 102.3億円（103.2億円）[33.5億円]
※NIMS運営費交付金中の推計額含む

マテリアル分野において我が国が世界を先導すべく、職員の処遇改善等を実施することで優
秀な人材の育成・確保を図る。さらに、研究成果の社会実装や国際連携を推進するととも
に研究環境を整備することで、経済安全保障上重要なマテリアルの研究開発を加速。

●NIMSにおけるデータ駆動型研究の推進    34.9億円（36.1億円）[1.1億円]

※NIMS運営費交付金中の推計額

国際競争力の源泉となる技術基盤の構築に向け、中長期計画に基づく拠点研究プロジェク
トや政府課題に対応する重点研究プロジェクトを通じて、AI・データの活用による革新的マテリ
アルの研究開発を引き続き推進。

※[]内は令和７年度補正予算額

20
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課題・取組の方向性

事業内容

AI for Scienceによる科学研究革新プログラム
 令和7年度補正予算額 370億円

➢ タンパク質の構造予測を行うAlphaFold（ノーベル賞）は研究にかかる時間とコストを劇的に削減するなど、AIは、研究力の生産性の向上のみなら
ず、科学研究の在り方そのものを変革。国際的にAIの研究開発や利活用への投資が進む中、自国でAI研究開発力を保持することは安全保障上
極めて重要。科学研究におけるAI利活用（AI for Science）において、米国・EU等は国家的な取組として、リソース（計算資源・研究資源・人材
・データ等）を有効活用し、戦略的に推進。

➢ 我が国においては、世界最高水準の情報基盤を有するとともに、ライフ・マテリアル等の重点分野において次のAI開発・利活用の要となる質の高い実
験データを持つ等の強みを有しており、これらのリソースを最大限活用し、科学基盤モデル・AIエージェント開発、次世代AI駆動ラボシステム開発、これ
らの実装に向けた取組を進めることで、第７期科学技術・イノベーション基本計画で目指す研究力向上を牽引。

事業実施期間 ～令和10年度
【事業スキーム】

≪プロジェクト型≫

・支援件数：5領域×3チーム
程度（又は個人）
・支援規模：20億円程度/件
・支援期間：原則3年

・支援件数：1,000件程度
・支援規模：500万円程度/件
・支援期間：～1年

320億円

（担当：研究振興局参事官（情報担当）付）

• 国のコミットメントの下で、我が国が有する計算資源等のリソースを戦略的かつ機動的に配分しながら、重点領域
への集中投資により世界をリードすることを目指すプロジェクト型（基金事業）と、あらゆる分野における波及・振
興及び先駆的な研究を目指すチャレンジ型を両輪とし、AI for Science先進国の地位を確立する。

① プロジェクト型：我が国の勝ち筋となる重点領域において、シミュレーションデータに加え、実験データの取得・活用
による我が国発の最先端AI基盤モデル・AIエージェント開発、次世代AI駆動ラボシステム開発、これらの実装に
向けた取組を一体的に推進。我が国の研究力を抜本的に強化するとともに、産学の協働により、研究開発投資
を促進し、先駆的取組の早期実装・ビジネス化により科学研究を変革するイノベーションを創出。

② チャレンジ型：あらゆる分野の研究者がAIを活用して科学研究の高度化・加速化を図るため、計算資源の確保
等の研究環境を整備し、アカデミア全体にAI for Scienceの波及・振興を促進し、意欲ある研究者による次の種
や芽となる新たなアイデアへの挑戦への支援を行うとともに、我が国独自の競争優位を築く先駆的な研究を創出。

≪チャレンジ型≫

50億円

リソース（計算資源・実
験設備・データなど）の

マッチング

JST（基金）

国

補助

研究費

・バーチャル臨床試験
・個別化診断
・創薬・医療

創薬・精密医療・バイオものづくり等の新産業創出

AI×実験科学 ＝ ライフサイエンスの再興
<アセット>
・最先端データを創出する実験科学
・良質なデータを測る技術
・データアセット・バイオリソース

×AI

・オンデマンド材料設計
・自律ラボで未知材料
を自動探索

国内外から投資が集まり、短期間で
革新的マテリアルが量産可能となるR＆D拠点群を形成

AI×装置×産学知 ＝ マテリアル開発の革新
<アセット>
・ラボから量産まで一気通貫の開発・実装能力
・世界有数の実験データベース＆産業界の暗黙知データ
・先端的な計測技術と国内機器産業クラスター

×AI

AI×多様な分野 ＝ 新たな日本の勝ち筋の探究
・AI for Scienceの波及・振興を促進するとともに、あらゆる
分野の意欲ある研究者による新たな勝ち筋の創出

都市工学
認知科学
心理学

量子 農業 考古学
数理

物理学 等

×AI

フュージョン
エネルギー

【取組のイメージ】

※上記の他、AI for Scienceに不可欠な計算基盤の環境整備として、76億円を別途計上。

補助等

委託

大学等



参考資料



【出典】内閣府 「強い経済」を実現する総合経済対策 2025年11月
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【出典】内閣府 「強い経済」を実現する総合経済対策 2025年11月
24



【出典】日本成長戦略会議（第２回）資料1-2 25
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科学技術・イノベーション基本計画におけるマテリアル分野の位置づけ

ナノテク・材料分野は、第２期及び第３期では重点分野として、第４期からは横断的な基盤技術
第６期では、マテリアル革新力強化戦略に掲げられた取組を強力に推進することとされている

第1期

1996～2000年度

第2期

2001～2005年度

第3期

2006～2010年度

第4期

2011～2015年度

第5期

2016年～2020年

•産業競争力の強化に向けた

共通基盤としての先端材

料や部材
•社会的課題解決に必要な

横断的な基盤技術として
のナノテク

重点分野としてのナノ
テク・材料
※第２期と第３期ではライ

フ、情報、環境と共に重
点４分野のひとつ

マテリアル革新力強化戦略
2021年～

第6期

2021年～2025年

•第5期基本計画中に、基盤分野として、
AI、バイオ、量子分野に続き、

分野別戦略を策定
•第6期基本計画期間中は、マテリアル

革新力強化戦略に基づき、戦略に
掲げられた取組を強力に推進
する
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AI for Scienceに関する国際動向
⚫ 世界中でAIの研究開発や利活用への投資が進んでおり、各国において、AIを戦略的に重要技術と位置づけてAIに関するインフ
ラ整備・研究投資などを総合的に進める国家戦略を整備している。

⚫ 最近では、米国やEU等においてAI for Scienceに関する取組が進められている。
AI戦略（分野別戦略）

米国

「America’s AI Action Plan」 （2025.7）
①AIイノベーションの加速、②AIインフラの整備、③国際的な外交・安全保障での主導の3本柱で
構成する包括的国家戦略。 
＜AI for Scienceに関する主な取組＞
✓ 科学、安全保障、技術のためのAIフロンティア (FASST)
✓ AI研究のためのインフラ提供 NAIRR Pilot

「GENESIS MISSION」 （2025.11）

EU

「AI大陸行動計画」（2025.４）
EUが ”AI大陸” としてAI分野の世界のリーダーとなることを目指し、インフラ、データ、人材、応用、
規制の5分野で包括的に推進する計画を示した。

「欧州におけるAI in Science戦略」（2025.10）
仮想的な研究機関「Resource for AI Science in Europe (RAISE) 」を構築し、計算資源、
データ、ノウハウ、人材、研究資金などのAI資源を一元化させ、研究の効率と質を高める。
＜AI for Scienceに関する主な取組＞
✓ 計算資源とデータ・人材の集積拠点AIファクトリー/AIギガファクトリー
✓ 欧州データ統合戦略（策定予定）

英国

「AI機会行動計画:政府回答」（2025.1）
基盤整備・生活変革・国産AI保護の3領域を柱に、研究資源強化や特区設置、データ整備、
人材育成、公共部門導入、官民連携を推進する方針を示した計画。

「英国AI for Science戦略」（2025.11）
英国が強みを持つ５つの分野をターゲットとして、AI駆動科学の加速・AIによる科学研究の変化
に関する研究への投資、データ・計算資源・人材と研究文化に関する取組を実施する。
＜AI for Scienceに関する主な取組＞
✓ 学術向けAI計算基盤 AIRR
✓ 創薬データ基盤OpenBindコンソーシアム

中国

「新世代人工知能開発計画」（2017.7）
2030年までの三段階目標を掲げ、理論と融合研究を推進する国家AI戦略。

「『人工知能プラス』行動のさらなる実施に関する意見」（2025.8）
2035年までの三段階目標を掲げ、AIを社会・経済全域に深く融合し新質生産力と知能社会を
育成する行動提言。
＜AI for Scienceに関する主な取組＞
✓ AIを活用して科学研究や技術開発を加速・高度化する「AI＋科学技術」

科学、安全保障、技術のためのAIフロンティア(FASST)

① AI対応データ
✓ 膨大な科学データを「AI-ready」形式に。
✓ 世界最大級・高品質のAI用データセットリポジトリを構築。
✓ 政府・産業界・学界のパートナーに公開し、活用。

② 大規模なAI計算基盤・プラットフォーム
✓ 次世代の省エネルギー型AIスーパーコンピュータを開発。
✓ 計算と機械学習、データネットワーク・ストレージを統合。
✓ 産官連携やベンダー協力を通じて技術革新を推進。

③ 安全・安心で信頼できるAIモデルとシステム
✓ 科学・工学データと計算資源により、フロンティア級モデルを構築。
✓ 物理・化学・生物学の言語を理解するAIモデルで発見を加速。
✓ 大規模AIシステムの安全性・信頼性・プライバシーを確保。

④ AI応用
✓ DOEの科学・エネルギー・安全保障ミッションをAIで革新。
✓ 電池, 核融合, 抗がん薬, 国家安全保障など戦略的分野に特

化。
✓ 自律型ラボ（ロボット×機械学習×シミュレーション）と組み合わ

せ、科学実験の迅速な設計・実行と価値あるデータ生成を可能
にし、
より高度なモデルを生み出す好循環を形成。

【出典】科学技術・学術審議会情報委員会（第45回）
資料3-3より抜粋
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内閣府「マテリアル戦略有識者会議」における戦略改定を受けた今後の方向性

【出典】内閣府マテリアル戦略有識者会議（第13回 2025年12月）
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